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体軸性脊椎関節炎患者における脊椎強直に影響する因子の解明 

泉山 拓也 

 

体軸性脊椎関節炎は進行すると著しい脊椎強直を引き起こし、患者の日常生活に影響します。

生物学的製剤や JAK 阻害剤の使用により炎症を抑制することが可能になりましたが、それに

も関わらず脊椎強直が進行することがあります。本研究では、日本人の体軸性脊椎関節炎患者

において、2 年間の体軸性病変の進行に影響を及ぼす因子を同定することを目的としました。

当院で診断・治療を受けている 47名の体軸性脊椎関節炎患者を対象とし、脊椎強直はmodified 

Stoke Ankylosing Spondylitis Spine Score  mSASSS）を用いて評価しました。2年間でmSASSS

値が 2以上上昇した群を進行群と定義して、患者を進行群と非進行性群に分類し、臨床的パラ

メータと脊椎強直の進行との相関を解析しました。 

本研究では、ベースラインのmSASSS値とmodified Health Assessment Questionnaire  mHAQ）

のスコアが疾患の進行と関連しており、それ以外の炎症の強さや生物学的製剤の使用を含む従

来の因子とは有意な相関関係は認められませんでした。強直の進行と mSASSS 値の関連を解

析するROC曲線では、進行群のカットオフ値は 21.0 となりました。 

本研究では、mHAQ をはじめとする患者報告アウトカムとベースラインのmSASSS 値が、体

軸性脊椎関節炎における脊椎強直の進行に関わる極めて重要な因子である可能性を示しまし

た。これらの結果は体軸性脊椎関節炎の早期発見と早期管理の重要性のみならず、患者報告ア

ウトカムを含めた包括的な治療戦略の必要性を示唆しています。 
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